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今後多種多様な空間データが流通し，様々な用途にて
GISの利用が進む

今後多種多様な空間データが流通し，様々な用途にて
GISの利用が進む

１．背景

施設管理

GIS利用者

適切な
空間データ

適切な
空間データ

GIS

施設管理用の
GISを構築し
て欲しい

GIS構築者品質情報を
基に選択
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地理情報標準での定義：
品質を「製品仕様書中で規定した空間データに対する品質
要件（完全性，論理一貫性，位置正確度，時間正確度，主
題正確度）と，作成した空間データの差異」と定義

地理情報標準での定義：地理情報標準での定義：
品質を「製品仕様書中で規定した空間データに対する品質
要件（完全性，論理一貫性，位置正確度，時間正確度，主
題正確度）と，作成した空間データの差異」と定義

我が国におけるこれまでの品質：
　縮尺により，地図上に描かれる地物だけでなく，その大きさ，
位置精度等も一義的に決まる．
　そのため縮尺だけでは，用途によりデータの過不足が生じ，
適切なGISの構築が困難となる．

我が国におけるこれまでの品質：
　縮尺により，地図上に描かれる地物だけでなく，その大きさ，
位置精度等も一義的に決まる．
　そのため縮尺だけでは，用途によりデータの過不足が生じ，
適切なGISの構築が困難となる．

実世界とどれほど食い違っ
ていようとも，製品仕様書
に合っていれば、高い品質
のデータであると言える．

実世界とどれほど食い違っ
ていようとも，製品仕様書
に合っていれば、高い品質
のデータであると言える．

１．背景（空間データの品質）

実世界の反映
重視
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１　必要とするデータの概要
２　必要とするデータの内容

３　品質確認方法
４　メタデータ
５　記録仕様

６　その他の事項

例：
施設管理で利用する空
間データの製品仕様書

例：
施設管理で利用する空
間データの製品仕様書

２．製品仕様書

記述項目
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２．製品仕様書(例)

～施設管理用空間データの製品仕様書～

１．必要とするデータの概要
　１．１ 製品の目的
　　本仕様書に基づき作成される空間データは，･･･
　１．２ データの地域的範囲
　　作成する空間データの範囲は，･･･
　１．３ データの時間的範囲
　　作成する空間データは，･･･
　１．４ 座標系
　　座標系及び計測単位は･･･
　　　

２．必要とするデータの内容
　２．１ データ項目
　　取得する空間データは以下のものを対象とする。
　　・ 道路線　･･･
　２．２ データ構造
　　作成する空間データの取得形態は･･･
　２．３ 品質
　　作成する空間データの個々の品質は･･･

３．品質確認方法
　取得した各項目については･･･

～施設管理用空間データの製品仕様書～

１．必要とするデータの概要
　１．１ 製品の目的
　　本仕様書に基づき作成される空間データは，･･･
　１．２ データの地域的範囲
　　作成する空間データの範囲は，･･･
　１．３ データの時間的範囲
　　作成する空間データは，･･･
　１．４ 座標系
　　座標系及び計測単位は･･･
　　　

２．必要とするデータの内容
　２．１ データ項目
　　取得する空間データは以下のものを対象とする。
　　・ 道路線　･･･
　２．２ データ構造
　　作成する空間データの取得形態は･･･
　２．３ 品質
　　作成する空間データの個々の品質は･･･

３．品質確認方法
　取得した各項目については･･･

４．メタデータ
　メタデータはＪＭＰに基づき作成するものとする。

５．記録仕様
　５．１ ファイル仕様
　　データセット，別紙符号化仕様書に基づき記録
媒体に記録する。
　５．２ 記録媒体
　　データセット，メタデータは，光磁気ディスク
（６４０ＭＢ）に格納する。

６．その他の事項
　６．１ 特殊用語の定義
　　用語に関しては，本仕様書に定めるものを除き，
地理情報標準の用語を準用する。
　６．２ 参考とする資料
　　数値データの取得のために以下の資料を使用，
または参考とする。
　　･･･

４．メタデータ
　メタデータはＪＭＰに基づき作成するものとする。

５．記録仕様
　５．１ ファイル仕様
　　データセット，別紙符号化仕様書に基づき記録
媒体に記録する。
　５．２ 記録媒体
　　データセット，メタデータは，光磁気ディスク
（６４０ＭＢ）に格納する。

６．その他の事項
　６．１ 特殊用語の定義
　　用語に関しては，本仕様書に定めるものを除き，
地理情報標準の用語を準用する。
　６．２ 参考とする資料
　　数値データの取得のために以下の資料を使用，
または参考とする。
　　･･･
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３．空間データの品質記述項目

定量的属性正確度
定性的属性正確度

時間一貫性
時間妥当性

相対又は内部正確度
グリッドデータ位置正確度

位相一貫性
フォーマット一貫性

漏れ

分類の正確性
主題

正確度

時間測定正確度
時間

正確度

絶対又は外部正確度
位置

正確度

値域一貫性
論理

一貫性

過剰
完全性

品質副要素品質要素 余分なデータの
許容範囲

余分なデータの
許容範囲

足りないデータ
の許容範囲

足りないデータ
の許容範囲

…
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システム化　　　　　　　　　　　　

４．研究目的・取組み

適切な空間データ適切な空間データ

GIS GIS構築者

比較･評価
検索

比較･評価
検索

製品仕様書

空間データ
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５．問題点・解決方針

空間データの検索には主にクリアリングハウスが利用されるが…空間データの検索には主にクリアリングハウスが利用されるが…

検索機能は，メタデータを対象としたテキスト検索機能が主．検索機能は，メタデータを対象としたテキスト検索機能が主．

現状現状

品質要件に合致する既存空間データの検索や

満足度評価は現状では困難である．

品質要件に合致する既存空間データの検索や

満足度評価は現状では困難である．

問題点問題点

品質要件と既存空間データの品質情報を比較・評価し，
数値的に満足度を算出できる機能を追加する．
品質要件と既存空間データの品質情報を比較・評価し，
数値的に満足度を算出できる機能を追加する．

解決方針解決方針
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クリアリングハウス

拡張クリアリングハウス

６．システム概要

利用者

検索

エンジン

検索

エンジン
メタデータ

(XML)
メタデータ

(XML)
検索

製品

仕様書

作成製品仕様書
DB

(XML)

製品仕様書
DB

(XML) 保存

読込

出力

品質評価

エンジン

品質評価

エンジン

品質評価用
メタデータ

(XML)

品質評価用
メタデータ

(XML)

（テキスト）

品質品質
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７．品質評価用メタデータ（１）

ｶﾀﾛｸﾞ情報
1 ｶﾀﾛｸﾞ情報

2 ﾒﾀﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ識別子
3 ﾒﾀﾃﾞｰﾀの親識別子
4 題名
＜複数の版があれば＞
5 版
＜ｼﾘｰｽﾞの一部であれば＞
6 ｼﾘｰｽﾞ名
＜ｼﾘｰｽﾞに複数の版があれば＞
7 版の識別情報

ﾃﾞｰﾀ品質情報
１　ﾃﾞー ﾀ品質情報

２　ﾃﾞー ﾀ品質(N)
＜ﾃﾞー ﾀｾｯﾄ以外ならば＞
３　ﾃﾞｰﾀ品質適用規模ｺｰﾄﾞﾞ （Ｎ）
＜ﾃﾞー ﾀｾｯﾄ以外ならば＞
４　ﾃﾞｰﾀ品質適用規模の説明（Ｎ）
５　ﾃﾞー ﾀ品質評価の範囲
<範囲情報>の挿入
６　ﾃﾞｰﾀ品質評価（Ｎ）

７　 ﾃﾞｰﾀ品質の報告の種類のｺｰﾄﾞ
8　定量的な評価

9　定量的な報告
＜C/定量的な結果が与えられなければ必ず＞
10定量的な適合性を計る尺度

11 適合性に関する仕様
12 適合性に関する説明
13 適合性ｺｰﾄﾞ

＜ＡＮＤ／ＯＲ＞
＜C/定量的な適合性が与えられなければ必ず＞
14定量的な評価結果

15 ﾃﾞｰﾀ品質評価値
16 評価値の計量単位
17 ﾃﾞｰﾀ品質評価手法
18 品質評価の日付

＜ＯＲ＞
19定量的な報告への参照
<引用情報>の挿入

系譜情報
1 系譜情報(N)

<もし異なる目的で使用された場合>

住所情報

・・・

JMP（一部）

必要な地物は幅員
3m以上の道路で，
ネットワーク構造を
持ち，論理一貫性／
位相一貫性の誤り
は5%･･･

地物単位での
品質の記述が

難しい
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７．品質評価用メタデータ（２）

<地物>（1回以上）

<地物名>（1回）

<地物コード>（0または1回）

<地物定義>（1回）

<空間要素>（1回）

<幾何形状>（1回）

<主題属性>（0または1回）

<時間特性>（0または1回）

<参照日付>（0または1回）

<地物情報>（1回）
地物情報項目の付加

ｶﾀﾛｸﾞ情報
1 ｶﾀﾛｸﾞ情報

2 ﾒﾀﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ識別子
3 ﾒﾀﾃﾞｰﾀの親識別子
4 題名
＜複数の版があれば＞
5 版
＜ｼﾘｰｽﾞの一部であれば＞
6 ｼﾘｰｽﾞ名
＜ｼﾘｰｽﾞに複数の版があれば＞
7 版の識別情報

ﾃﾞｰﾀ品質情報
１　ﾃﾞー ﾀ品質情報

２　ﾃﾞー ﾀ品質(N)
＜ﾃﾞー ﾀｾｯﾄ以外ならば＞
３　ﾃﾞｰﾀ品質適用規模ｺｰﾄﾞﾞ （Ｎ）
＜ﾃﾞー ﾀｾｯﾄ以外ならば＞
４　ﾃﾞｰﾀ品質適用規模の説明（Ｎ）
５　ﾃﾞー ﾀ品質評価の範囲
<範囲情報>の挿入
６　ﾃﾞｰﾀ品質評価（Ｎ）

７　 ﾃﾞｰﾀ品質の報告の種類のｺｰﾄﾞ
8　定量的な評価

9　定量的な報告
＜C/定量的な結果が与えられなければ必ず＞
10定量的な適合性を計る尺度

11 適合性に関する仕様
12 適合性に関する説明
13 適合性ｺｰﾄﾞ

＜ＡＮＤ／ＯＲ＞
＜C/定量的な適合性が与えられなければ必ず＞
14定量的な評価結果

15 ﾃﾞｰﾀ品質評価値
16 評価値の計量単位
17 ﾃﾞｰﾀ品質評価手法
18 品質評価の日付

＜ＯＲ＞
19定量的な報告への参照
<引用情報>の挿入

系譜情報
1 系譜情報(N)

<もし異なる目的で使用された場合>

住所情報

・・・

JMP（一部）

追加追加

JMPで許可された拡張法に
基づき，最小限の拡張を行う
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７．品質評価用メタデータ（３）

<地物>
<地物名>　道路
<地物コード>　L20000
<地物定義>　幅員3m以上の道路とする
<空間要素>　幾何要素
<幾何形状>　ライン
<主題属性>　名称,幅員
<時間特性>　
<参照日付>　20020306

<地物情報>

<データ品質評価手法> ネットワーク構造を持つ
<品質評価の日付>　20020306

<評価値の計量単位> %
<データ品質評価値> 5

<定量的な評価結果>
<定量的な報告>

<定量的な評価>

<データ品質適用規模の説明> 道路

<データ品質の報告の種類のコード> 006
<データ品質評価>

<データ品質適用規模コード> 002
<データ品質>

<データ品質情報>

006=論理一貫性
/位相一貫性

002=地物型

地物名
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８．拡張クリアリングハウス（検索機能拡張）(1)

拡張
クリアリングハウス

利用者

検索

空間データの選択する際の目安として，品質要件に
対する既存空間データの満足度を算出する機能

　　→地物単位での満足度算出
　　　既存空間データの品質が品質要件を満たしている割合に

応じた点数を算出する（100点満点）．
　　→データ全体での満足度算出

各重要度における各地物の重要度及び満足度を基に，点数
　　　を算出する．

空間データの選択する際の目安として，品質要件に
対する既存空間データの満足度を算出する機能

　　→地物単位での満足度算出
　　　既存空間データの品質が品質要件を満たしている割合に

応じた点数を算出する（100点満点）．
　　→データ全体での満足度算出

各重要度における各地物の重要度及び満足度を基に，点数
　　　を算出する．

品質要件を
どれだけ満
たしている？
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空間データA

８．拡張クリアリングハウス（検索機能拡張）(2)

100*(100+x)/(100+a)a＞x
完全性
/漏れ 100*(100-b)/(100-y)b＞y

100b≦y

100a≦x完全性
/過剰

空間データAの満足度品質要件と
品質情報の関係

品質
副要素

満足度算出機能計算例（地物毎）

品質
完全性/過剰a%以下
完全性/漏れb%以下

品質
完全性/過剰a%以下
完全性/漏れb%以下

利用者

品質要件
完全性/過剰x%以下
完全性/漏れy%以下

品質要件
完全性/過剰x%以下
完全性/漏れy%以下
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８．拡張クリアリングハウス（検索機能拡張）(3)

満足度算出機能計算例（空間データ全体）

10
（高）

5
（中）

0
（低）

重要
度

x31,x32,･･･x3n3
n3

x21,x22,･･･x2n2
n2

x11,x12,･･･x1n1
n1

満足度(%)地物
件数
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９．ツール紹介
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◆業務で必要となる地物及び品質

ヘリコプターによる都市災害救助活動用
空間データの地物及び品質

ヘリコプターによる都市災害救助活動用
空間データの地物及び品質

必要な地物と品質は･･･

3%以内3%以内東京都2
離発着適地

進入障害

重要度
漏れ過剰

地域
完全性

地物

条件を満たす空間データの検索を行う
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◆空間データ検索手順

1. 製品仕様書DBよりヘリコプターによる都市災害救
助活動用空間データの製品仕様書を読み込む

2. 地物および品質を確認する
3. 適する空間データを検索する
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◆ 1.製品仕様書DB検索・読込

検索条件入力検索条件入力

検索結果検索結果

ヘリコプターによる…

読込読込

ヘリコプターによる都市災害救助活動用空間データ
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◆ 2.地物および品質を確認

品質評価用メタ
データに登録さ
れている「地物」

を選択

品質評価用メタ
データに登録さ
れている「地物」

を選択

「重要度」を選択「重要度」を選択

「品質副要素」を選択「品質副要素」を選択
「品質要件の値」

を記入
「品質要件の値」

を記入

「属性」を選択「属性」を選択
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◆ 3.空間データ検索（検索結果）

品質要件に対す
る満足度の高い

順に表示

品質要件に対す
る満足度の高い

順に表示
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１０．まとめ

○空間データ検索システムの提案
・拡張クリアリングハウス
　- 品質評価用メタデータ

　　JMPの拡張，地物毎の品質情報を記述可能

　- 検索機能の拡張

　　品質要件と品質情報を比較し，スコアリングを行う．

・ツール紹介


